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電子光科学I

次の｢1-11から｢1-71の7間について それぞれ別の答案用紙に答えよ なお，各問題に2枚以上の

[1-1］

複素関数f(z)＝U＋〃がZ＝X＋jyの正則関数であるとする．

u＝x3＋αxy2のときαとじを求めよ．ただし，x,y,α,u,〃ER,iは虚数単位とする．

(配点15点）

[1-2］

3次元実ベクトル空間において線形写像／(x)＝A苑を考える．

）ただし‘-(姫)"-筐上する以下州に答えム
(1)Axからなる集合の次元と一組の基底を求めよ．

(璽川薑(1)と…集合を求め＊

(M葱)薑(:)とな伽集合を求め＊
(配点20点）



2020年度大阪大学大学院基礎工学研究科博士前期課程（一般）入学試験

電子光科学1-2/5

[1-3］

以下の不定積分を求めよ．
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(配点20点）

[1-4］

通信路の入力の確率変数をX，そのエントロピーをH(x)，出力の確率変数をY，そのエントロピ

ーをH(Y),Xに対するyの条件付きエントロピーをH(ylX)，yに対するXの条件付きエントロピー

をH(XlY)とする．入力アルファベットをA，出力アルファベットをB，入力記号と出力記号をそ

れぞれxEA，yEBとして，同時確率をP(x,y)，周辺確率をP(x)，P(y)，条件付き確率を

P(ylx)，P(xly)とする．以下の問に答えよ．

(1)同時エントロピーH(X,Y)を，H(x)，H(Y)，H(Ylx)，H(xlY)のうち必要なもので表す式を導
出せよ．

(2)出力記号yを受信することによって，入力記号xについて得た情報量を求めよ．

(3)問(2)の結果から相互情報量ﾉ(x;y)を導出し，H(X)，H(Y)，H(Ylx)，H(xlY)のうち必要なも
ので表せ．

(4)ノ(Y;X)＝ﾉ(X;Y)であることを示せ．
（配点20点）








